


















































































































































・議論・論破を避ける第二に、 「 談 致さざれば、才の長短を表さず。決澤に交らざれば、智の賢愚を測らず。 」とあり、能忍が他人と





















































































































































上記、 『念仏者追放宣状事 （山門申状） 』 では、 能忍の行動や態度を垣間見ることができた。また、 「大日」 と記さずに 「禅
宗」や「禅家」といった場合、能忍のことを指す場合があることが解った。
前節の坐禅の項目で引用した 『萬法一如鈔』 を今一度見てみると、 興味深い文言がある。それは、 以下の如くである。
「禪宗の者は此不變眞如の処にもとづかんと面壁工夫するなり。此の一理を本來の面目とも云ひ、心性の月とも
云ひ、未生已前の本法とも云ふなり。 」





















前半に「禪天魔」 、 「佛經に依らず」とあるので、能忍を指していると考えられる。後半には、 「常好坐禪深入禪定






































以上をまとめてみよう。 『日蓮遺文』のなかで能忍と推定できる人物が言うこ ばは 「心性の月」 、 「禪宗ひとり眞
性を見て余人は見ず」 、 「我則ち佛」 、 「是心是佛」 、 「心の外に法なし」などである。これらは、能忍の法語と思われる『見 成仏論』のなかで、問者が語ることばと同様か、極めて近いもの ことは明らか り、能忍を語る上で『見性成仏論』は頗 重要な資料であると言えよう。
― 200 ―
　（４）大日房能忍以外の禅宗批判
『日蓮遺文』において、禅宗の批判の対象が大日（房能忍）を指す場合、聖一、道隆を指す場合、または人物を特定せず禅宗に関わる人を指す場合があるようである。ここでは、聖一及び道隆を指す場合について考察する。聖一、 道隆の名前を挙げる『日蓮遺文』は多いが、 概ね「東福寺の聖一」 、 「建仁寺の道隆」と記述する場合が多く、








































まず、 『念仏者追放宣状事（山門申状） 』には、 「近來二つの妖怪有り」とあり、妖怪の一人が他の『日蓮遺文』の
記述から能忍であることが明らかであることが解った。その結果、能忍の行実などが明らかになった。
第一に、能忍が学問 教を否定し、 「聖と凡」を分けずに一般の人々に対して熱心に禅を教えていた様子が見えて
きた。第二に、既に『聖光上人伝』や『元亨釈書』などで明らかになっていたが、能忍が他僧と 議論を避けるような態度をとっていたことも確認された。第三に、能忍が専ら坐禅をして、禅定の中にさとり あることを公言していたことも明らかになっ 。今まで、 『興禅護国論』の「達磨宗」の記述が能忍を指すも と考えられてきたため、能忍は坐禅もせず、 寝っころがっているものと思われてきたが、 実際は坐禅のプロであった可 性をみることができた。そうである らば、栄西や道元の能忍に対する見方は、従来考えられていたよう 強い批判的な眼差しで った かどうか疑問が生じる。今後の課題となろう。
次に、 『日蓮遺文』には、日蓮が「大日」 （房能忍）と明記せずに「禅宗」 「禅家」と書き、そ 人物の話していた











『教機時國鈔』 、 『安國論御勘由来』 、 『開目鈔』 、 『法門可被申様之事』 、 『佐渡御書』
②「禅宗」 、 「禅家」と記するが大日（房能忍）を示唆する遺文
『念仏者追放宣状事（山門申状） 』 、 『新池御書』 、 『萬法一如鈔』 、 『法華初心成佛鈔』 、 『妙法比丘尼御返事』 、 『諫




 古瀬珠水［二〇一三］ 「再考―大日房能忍と「達磨宗」―」 （ 『鶴見大学仏教文化研究所紀要』一八） 、同
 ［二〇一三］ 「日蓮関係文

































12） 「四二右」に「文治五年、 遣宋使帰朝時、 宋国佛照禅師、 送遣新渡心要、 有先段無後段、 而奥有此伝心偈等。已上十八行二百七十七字、
此是秘本歟。 大日本国特賜金剛阿闍梨能忍、 為弘迴之、 広灯心要後段了彫継之也。 後賢悉之。 彫料浄施財者尼無求」 と記されている。（ 『プレ・カンファレンス真福寺大須文庫聖教展観―中世宗教テクストの世界―ワークショップ「栄西と初期禅宗に関する新出初期禅宗聖教断簡の復元」資料集・真福寺大須文庫における中世宗教テクスト展観図録』 、二〇〇八年七月、四三頁下）
（






がごとし。 」 （ 『開目鈔』 ） 、 「名は天台 眞言にかりて其心も辧ぬ高僧の天魔にぬかれて」 、 「天台眞言等の學者 王臣等の檀那皆奪ひとられて」 （ 『法門可被申様之事』 ）
（
15） 前掲、 拙論 ［二〇一三］ 「再考―大日房能忍と 「達磨宗」 ―」 及び
 同 ［二〇一三］ 「日蓮関係文書に表れる大日房能忍とその禅について」
を参照。
（




離れたり。そへに、修因得果は迷人の教えなり。了心无相は覺者の宗なればなり。 」 （ 『金沢文庫資料全書仏典第一巻禅籍篇』 、一八三頁上―下） 、 「愚人は文字を習う。智者は心性をさとるということ真 るかなや。 」 （同上、一八四頁上）
（
18）例えば「略して、一家円宗の四教の心を述ぶべし。三蔵教には三祇に六度行を修し、百劫に四八の業を植え、自行化他の功徳円




經典讀誦し、佛法を解説す。 」 （ 『金沢文







ことを言う。例えば 「師有時云。橫說竪說菩提涅槃真如佛性。總是向下商量」 『雲門匡真禅師広録』 中 （ 『大正蔵』 四七、 五五七中） 。
（
22）古田紹欽氏は、初期禅宗において菩提達磨の と他派（僧達）の禅 違いを「教外別伝」と「教伝」とし、 『続高僧伝』巻一六の























29） 古瀬珠水［二〇一四予定］ 「 『見性成仏論』における修行論」 （ 『曹洞宗総合研究センター学術大会紀要』 （第一五回） ）
（
30） 「或る人妄りに禅宗と称し、名づけて達磨宗と曰う。しかも自ら云く、行無く修無く、本より煩悩無く、元より是れ菩提。是れ故














34） 『金沢文庫資料全書仏典第一巻禅籍篇』 、一七九頁下―一八〇頁上。 （ 「筆 執り 書か
( む
) とすれば、大海に墨縄を打たむに似た
































三』 、二〇六 ― 六三頁。
（






































56）今後、 日蓮遺文』における真筆と偽筆の研究成果により、拙論も修正 れる可能性のあること お断りしておく。
〈お詫びと訂正〉
拙論「再考―大日房能忍と 「達磨宗」 ―」 （ 『鶴見大学仏教文化研究所紀要』 第一八号、 二〇一三年） 、 一八〇頁一行目 「覚晏が能忍から」は「懐奘が覚晏から」に訂正します。ここにお詫び申し上げ、お書き変えをお願いいたします。
